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はじめに

電子政府構築計画（平成15年7月17日各府省情報化統括責任者連絡会議決定）では、業務・システムの最適化により費用対効果を高め、予算効率の高い簡素な政府を実現することを主要目標の一つに挙げています。また、その実現にあたっては、各業務を担当する組織毎に情報システムを整備する現状のあり方を改め、政府全体として統一的な業務・システム管理手法により府省間、及び府省内各組織間で整合性のとれた最適な情報システムを整備する方針が挙げられています。つまり、個別最適型から全体最適を目指すべく、統一的な業務・システム管理手法によるEnterprise Architecture（EA）の策定とその活用が、政府の重点施策として位置づけられたことになります。さらに、これをうけて平成16年11月には「業務・システム最適化計画策定指針（ガイドライン）第3版」（各府省情報化統括責任者連絡会事務局）が策定されており、主要目標の具現化が実感のできる形で着々と進められていることが伺えます。しかし、実際にEAの策定を試みた方はお分かりのとおり、膨大な種類のドキュメント作成にあたってのノウハウとマンパワーが必要であったり、関連するドキュメント間の整合を図った上で改訂する手間がかかったり、さらには必要なドキュメントを参照するにも時間がかかるといった大きな壁に直面しているのではないでしょうか。
マイクロソフトでは、上記の背景を踏まえ、これまで弊社製品とともにユーザ様が培ってきたUser Experienceを最大限に活かせるソリューションを提供すべく「Microsoft Enterprise Architecture 策定支援ツール（Microsoft EA Tool）」をリリースいたしました。本ツールは、膨大なEA関連ドキュメントの「可視化」、EA策定プロセスの「標準化」、さらには関係者間のEAドキュメントの「共有化」といった機能をEA策定関係者様に提供することで電子政府構築計画における主要目標の早期実現に寄与することを目的としております。
· 「可視化」とは
膨大なEA関連ドキュメントの中から必要とするドキュメントを探し出す機能をMicrosoft Office Sharepoint Portal Server 2003により提供しております。また、MS-OfficeでのUser Experienceを最大限に活かせるように、Microsoft Office Visio2003、Word2003、Project2003によるEA関連ドキュメントのテンプレートを用意し、EA策定のノウハウの可視化を実現いたしました。
· 「標準化」とは
標準的なEA策定のプロセスをPMBOK®を参照した形で提案させていただいております。なお、実際のプロセスの実行にあたっては、Microsoft Office Project 2003のUser Experienceを最大限に活かせるようにWBSをmppファイル（MS-Project2003のファイル）のテンプレートとして用意いたしました。さらに、Project Web AccessによりEA策定プロジェクト関係者間の円滑なコミュニケーションを図る環境を提供しています。

· 「共有化」とは
Windows Sharepoint ServicesとWebパーツを活用することで、膨大なドキュメントを適切に分類して保存・管理・参照できる環境を提供するとともに、分類に必要なドキュメントにカスタム属性を加えて管理することで、EA策定に係わるステークホルダ毎でのドキュメントの参照ビューを可能にしています。

なお、今回リリースしたMicrosoft EA Toolは、EA策定の支援にFocusしておりますが、EAを策定するメリットはそれを活用した投資計画の策定、投資の妥当性評価、システムの適切なライフサイクルマネジメント等の遂行であると認識しております。したがって、本ツールにおいては、Microsoft Office Visio2003でモデリングした情報をMicrosoft SQL server2000にXMLデータとして蓄積することで以下のようなポテンシャルを有しております。

· システム調達仕様書案を自動生成するツールへの展開
· 投資計画を評価するツールとの連携
· システム統合開発環境との連携による効率的なシステム開発への応用

等

なお、マイクロソフトでは、特にシステム統合開発環境との連携を目指し、現在、日本語ベータの提供を開始しているMicrosoft Visual Studio　2005 Team Systemとの連携を計画しており、順次、ご利用いただける環境をご提供していきたいと考えております。
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今後のEA策定にあたっては、是非、本ツールをご利用いただき、フィードバックをいただければ幸いです。

平成17年4月×日

マイクロソフト株式会社

1. 概要
中央省庁では、EA成果物を管理するシステムが存在しないため、EAを展開するにあたりEA成果物に対し紙ベースのドキュメントの検索や更新、電子媒体があった場合でもファイルの検索や閲覧、更新を手動で行っている場合が散見される。

上記の現状を踏まえ、EA構築後、推進する上で不可欠となる成果物の「可視化」・「標準化」・「共有化」を実現するための機能を本ツールは提供する。

「標準化」については、行政要求からPMBOKをベースとした最適化計画策定作業手順を標準としている。
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本ドキュメントは日本の中央政府にて実施されている、業務・システム最適化計画を策定する際の、作業を「EAツール」を用いた場合、どのように行うことができるのかを記述したものである。

作業や工程は、日本政府CIO連絡会議にて決定されている、業務・システム最適化計画に関する策定工程を詳細化、補完したものである。

ここに書かれている内容は、最適化計画策定プロジェクトのプロジェクト管理を行うための方法論と、最適化計画策定作業自体の方法論である。実際の工程や作業は、社会・顧客のニーズにより、工程や作業を増減、もしくは工程や作業の順序を組替えるべきだと考える。

最適化計画策定プロジェクトの受注（業者）が決定した後から、IT等の調達を計画するまでを本ドキュメントのスコープとする。

また、本ドキュメント及び本ツールを利用するのは、受注業者であることを想定とする。また、受注業者はサブコントラクター等を利用しないことを想定し、その契約・調達マネージメントはスコープ外とする。
本書では、以下の内容にて役割及びプロジェクトサーバーグループを設定し、環境構築を行っている。
	ドメイングループ
	ドメインユーザー
	役割
	プロジェクトサーバーグループ

	tooladmins
	tooladmin
	ツール管理者
	管理者（環境の構築者）

	pms
	pm
	プロジェクト管理者
	プロジェクト管理者

	consultants
	c01
	コンサルタント
	チームメンバー

	
	c02
	
	

	
	c03
	
	

	
	cio
	CIO補佐官
	


各ユーザーの役割及びワークフローは、以下を想定して本書を作成するものとする。


[image: image3]
想定しているEAツールの運用

	①
	tooladmin(ツール管理者)がＥＡツールサイトを構築する

	②
	tooladmin(ツール管理者)がプロジェクトのテンプレートをProject Serverへ登録する

	③
	pm(プロジェクト管理者)が、登録されているプロジェクトのテンプレートを元にプロジェクトの登録を行う

	④
	pm(プロジェクト管理者)が、チームサイト（プロジェクトメンバーのポータルサイト）を作成する

	⑤
	c01～c03（コンサルタント）は、PWA(Project Web Access)を起動し割り当てられたタスクを確認する

	⑥
	c01～c03（コンサルタント）は、成果物のテンプレートを開きドキュメントを作成する

	⑦
	c01～c03（コンサルタント）は、チームサイトを起動し作成したドキュメントをアップロードする

	⑧
	c01～c03（コンサルタント）は、プロジェクトのタスクステータスを更新する

	⑨
	pm(プロジェクト管理者)は、ステータスを確認してアップロードされたドキュメントを確認し承認する

	⑩
	pm(プロジェクト管理者)は、プロジェクトのタスクステータスを更新する

	⑪
	cio(cio補佐官)は、完成待ちのドキュメントを確認

	⑫
	cio(cio補佐官)は、確認した結果をpm(プロジェクト管理者)へ連絡する

	⑬
	pm(プロジェクト管理者)は、cio(cio補佐官)の指示を受けドキュメントを完成図書として登録する

	⑭
	pm(プロジェクト管理者)は、プロジェクトのタスクステータスを更新する


　
2. 立ち上げ

2.1. スコープ

2.1.1. プロジェクト要求事項の定義

最適化計画策定プロジェクトにおける要求事項を定義する。

そのためには背景を理解する必要がある。背景には、最適化を実施しなければならない組織のビジョン・ミッション、中長期目標、業務目標、システムの概要、関係する法的事項、社会的責任や最適化を実施する組織の主要担当者の要求がある。それらを、的確かつ早期に棚卸しプロジェクトのステークホルダー間で認識する必要がある。

2.1.1.1. 背景の確認

社会的潮流から政策・組織方針の動向などのマクロ事項から担当者別の業務目標など詳細な事項まで、回収可能な不確定情報をできるだけ回収する必要がある。

2.1.1.2. 組織におけるビジョン・ミッションの確認

背景の確認において回収した各種情報より、組織のビジョン・ミッションに関する情報を抽出する。多くの企業・組織は、理念やビジョンという名目で、すでに設定している。また、部局や課室単位で設定されてあることも多い。

2.1.1.3. 組織において定義されている中長期目標の確認

多くの場合政策などと連携させて、中長期目標を設定している。通常、幹部、管理職以上が中長期目標を管理している。

2.1.1.4. 業務目標の確認

人事制度に従い業務担当者毎に設定されている、業務目標を確認する。多くの場合、管理職以上が業務目標を管理している。業務目標は、人事情報として取り扱われる場合があり、その際には、個人情報の取り扱いに留意する必要がある。

2.1.1.5. ステークホルダーの確認

以上のことを確認した後､関係する課室及びキーマンを確認する。

2.1.1.6. システムに関する簡単なアセスメント

システムに関係する基本情報を確認する必要がある。最低限、以下の文書に関して所在と、内容を確認する。

i. 基本設計書

ii. 詳細設計書

iii. プログラム設計書

iv. テスト成績書

v. 契約書

vi. セキュリティポリシー

vii. 運用マニュアル

viii. 業務マニュアル

特に、契約書に関しては、調達行為が適正になされているか確認する必要がある。随意契約の理由や、調達先選定の理由などを確認すると同時に、特殊な契約形態をとっているものは、その理由を確認する。リース契約などもその対象である。ここでの目的は、簡単なアセスメントをすることにより、プロジェクトのスコープを導出することであり、業務量やシステム規模、業務・システム改善の支障になりそうな、明らかな課題を見つけだすことである。

2.1.1.7. 法的要求の確認

最適化対象業務が規制もしくは、影響されている法令を確認すると同時、法令の基本的な要求事項を確認する。特に、業務改善の実施や、システム刷新・更改を前提として、その実現可能性を大枠で確認する。また、影響する法令の策定や改訂の責任所在、法令改訂の発生率も同時に確認する。影響が強く、阻害となりうる法令の解釈が不確定な場合については、法務部、法規係や弁護士に法令解釈を依頼する必要がある。

2.1.1.8. 社会的要求の確認

行政機関や公的なサービスを提供する機関・企業、大企業などの経営判断は社会的責任に影響される。各組織が負っている社会的責任をニュース等の一般メディアなどから関係する動向を調査し、定義する必要がある。過去10年程度の中期的なものと、近年1〜2年程度のものを別々に定義し、各々の社会的責任が各組織のビジョン・ミッションとどのように関係づいているかを体系的に記述する。また、その抽出もとであるリファレンスを添付すると体系化する際に参考になる。

2.1.1.9. 顧客からの要求事項を確認

顧客からの要求事項は、幹部職員、中間管理職、現場担当者で、様々なレベル感をもっている。その整合性を保持するために、顧客から最適化計画策定を依頼された場合、その要求定義書を確認し、作業の依頼内容をWBSのレベル1、２を作成する際の基準となるように棚卸しをする。その後、要求事項の内容を、統合プロジェクトチームを編成する際の、中心担当者になるであろう担当者に確認をとる。その要求事項をもとに、より詳細な要求事項を中心担当者へヒアリングする。もし、要求定義書がない場合は、中心担当者へのヒアリングから、要求事項を定義する必要がある。要求事項の確認においては、言った、言わないの水掛け論を防ぐために、議事録を詳細にとる必要がある。議事録を作成する際には、レコーダーを活用するのも手である。要求事項を確認した後、役職別、業務機能別（フロントオフィス、ミドルオフィス、バックオフィスなど）、事務分掌別などに要求事項を仕分けし、各種背景に関連付けできるようにしておく。

2.1.2. プロジェクト開始の定義

本ドキュメント及び本ツールは、スコープを最適化計画策定としているため、プロジェクト計画自体がプロジェクトとなる。そのため、開始を定義するのが非常に難しいが､ここでは、プロジェクトチャーターに合意した時点がプロジェクトの開始と定義する。

この場合､ステークホルダーは最適化計画と最適化のスコープの違いを最初に意識することになる。また、EVMとの関係性も検討の視野に入れる必要がある。プロジェクトの開始時点以降、終結にいたるまで、PVの測定対象となる。必然的に、プロジェクトチャーター作成と同時に、ベースラインを作成することになる。

これらの、考え方を前提に、プロジェクトチャーターに合意した時点をプロジェクト開始と定義することをステークホルダー間で確定しておく必要がある。

2.1.2.1. スコープ定義に関する方針定義

ステークホルダーによってスコープの定義は、考え方がまちまちである。まず、最適化計画策定プロジェクトは、何を、いつまでに、どのように最適化し、目標とする姿は何かという論理で、合意形成する。合意形成にあたって、以下の事項を検討し、結論を合意・定義する必要がある。

ix. 何（XX業務、XXシステム）を

x. 制約条件となる期間

xi. 制約条件となるコスト

xii. 用いる手法（ABCによる分析やUMLによる業務分析・システム設計など）

xiii. 目標となる姿（ここでは、ステークホルダーが考えた漠然としたTO-BEのみでかまわない）

xiv. プロジェクトでどこまでの作業を行うべきか（計画のみか、業務改善やシステム設計を含むか、もしくは、TO-BEとなるまでなのかなど）

2.1.3. プロジェクト終了（ゴール）の定義

成果物記述書にあげられている成果物が全て、受入られ検収された時点を、プロジェクト終了の時点とする。

ただし、プロジェクト遂行にあたって､スコープ変更等があり、成果物が変更となった場合､変更管理手続きに基づいて、成果物が変更される場合がある。

2.1.4. コミュニケーションルールの定義

ステークホルダーの情報やコミュニケーションのニーズを特定し、誰がどんな情報を求めており､いつ必要になるのか、どのように配布するかを決定する。

2.1.5. 成果物記述書の作成（成果物記述書.doc）
スコープと対応する成果物とそれらの成果物の初期作成媒体・納品物媒体を一覧表記する。

[image: image4.emf]成果物記述書.doc


2.1.6. 制約条件の特定

スコープ､スケジュール､コストの三つのカテゴリーに注目し、制約条件を特定する。

2.1.7. 前提条件の特定

プロジェクトを遂行するにあたって､前提となる条件を特定する。

2.1.8. WBS（レベル１、２）の作成

WBSはプロジェクトのスコープを構成する作業要素に分解して体系的に表現したもので、各作業要素には必ず成果物、スケジュール及び、作業責任者が定義される。

要素成果物ごとに作業をグループ化することで全体のスコープを定義する。
プロジェクト管理のため、[Microsoft Project Professional 2003]より、新規プロジェクトを作成する。
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必要であれば､WBSの妥当性を検討するために､WBSディクショナリーを作成し、WBSの目的、WBSを実行した結果得られる成果物、そのパフォーマンス目標などの詳細情報を記述する。
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2.1.9. 資源要求事項の定義

必要とされる人的資源及び物的資源を特定する。
要員の時間単価を設定する。（ツール管理者で設定を行う）

エンタープライズグローバルを開く。
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エンタープライズリソースを開く。
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該当するリソースにチェックを入れる。
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エンタープライズリソースが表示される。
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エンタープライズリソースに標準単価、超過単価を設定する。
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エンタープライズリソースを保存し、チェックインする。
エンタープライズからプロジェクトチームを作成する。（プロジェクトマネージャで以下の操作を行う）
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特定されたリソースをプロジェクトにアサインする。
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2.1.10. プロジェクト予算の決定

WBS毎に人的資源を配置し、それらに係るコストを算出する。クライアントの予算をコストが超過した場合､スコープやスケジュールを変更する必要がある。
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プロジェクトの予算が自動計算される。
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2.1.11. プロジェクト体制の確認（組織図.doc）

受注業者側の人的資源の責任と役割を定義し、顧客側のステークホルダーを確認する。


[image: image18.emf]組織図.doc


2.1.12. プロジェクトチャーターの作成(プロジェクトチャーター.doc)

以上の、決定及び確認事項をとりまとめ、プロジェクトチャーターを作成する。

作成したプロジェクトチャーターをステークホルダーと合意し、この時点で､プロジェクト開始となる。

[image: image19.emf]プロジェクトチャーター. doc


3. 計画

プロジェクトが現実的に進むような、実行可能な計画を作成する。ここから先はEVMの対象となることに留意する。

3.1. スコープ

3.1.1. スコープ記述書の作成（スコープ記述書.doc）

スコープの共通認識事項及び､作業内容の詳細を記述する。

[image: image20.emf]スコープ記述書.doc


3.1.2. スコープマネジメント計画書の作成（スコープマネジメント計画書.doc）

プロジェクトの定量的な成功基準及び、スコープ変更時の作業手順を記述する。

[image: image21.emf]スコープマネージメント 計画書.doc


3.2. タイム

3.2.1. WBSの作成

3.2.1.1. レベル１、２の確認

より具体的なWBS（レベル３）を作成するために、WBSレベル１、２を確認する。

3.2.1.2. レベル３の作成と定義
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3.2.1.3. アクティビティ所要期間の見積

タスク毎に、必要となる期間を見積入力する。
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3.2.2. カレンダーの作成

プロジェクトの開始日を設定する。これと以下のアクティビティ属性の設定を行うことにより、自動的にカレンダーが作られる。

3.2.3. リードとラグの設定

アクティビティ（タスク）間の依存関係に時間的なずれがある場合､設定する。
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3.2.4. アクティビティ属性の設定

アクティビティ（タスク）の内容を考慮し、属性を設定する。
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3.2.5. クリティカルパス

進捗管理表示に切り替えるとクリティカルパスが自動的に赤く表示されるので､タスクの組換え等によってスケジュール短縮を図る。
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計画が完成し、顧客とWBSベースラインに対し同意ができた時点で以下の作業を行う。

基準計画の保存
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計画をサーバーに発行する。
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必要に応じて割り当ての再発行を行う。
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プロジェクトサイトを構築する。
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該当のプロジェクトをクリックする。
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プロジェクトのホームページが表示される。
承認済みのドキュメントの格納先としてドキュメントライブラリを新規作成する。既存の共有ドキュメントライブラリは作業用とする。
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この画面から､成果物を保存するリポジトリを作成する。
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「完成版ドキュメント」を作成する。
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アクセス権を設定する。
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設定画面
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上の画面のように設定する。
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ユーザーリストに表示されていないユーザーのアクセス権を設定する（ここでは、CIOが入力されている）。
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確認した後、完了。
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上の画面になっていることを確認する。
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プロジェクトのホームページのデザインを変更する。
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現在、ホームページに配置されているコンポーネントを消去する。
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必要なWebパーツを追加する。
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上の画面のようになっていることを確認する。
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プロジェクトのホームページが完成
作成したチームサイトをSharepoint Portal Serverの検索対象に追加する。
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ポータル画面を表示。

[image: image48.png]=181]

TN REE FTW BRCAE UoD LI

| &

Q-0 N E 0| Lnr Semca @x57 @] -0 BUE

TEVAD [&] http/ hitonagd/SiteDirectory/Lists/List/Summry.aspx

BEEEEEE

AR a

TATDU-A =

BEOYAF

- ABVRTLBEIOVH

EZ0
a P
31
BB
Vhh S PSR, O MBI b T BANTL T
o D00 7 SIS IR AL, XAy b 511 RIS S SRR
ArhaT.
Ea - DEiR: RRINOL 2
=
FATOTATL
YMrosR
e Er]
= A ’ =
orhiyosey RIS M
o

QURMDIRETAZ  ZRyhTAR YA
o talTOEE
FTEADTATLIIDIERA

= AR IS8
a il
8 - VORE

EMUEY A
FRTDTATLIADIE A





サイトに移動。
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設定画面を表示する。
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チームサイト情報を設定する。　　

3.3. コスト

3.3.1. プロジェクトに必要となる資源定義

人的資源及び物的資源を別々に定義する。

3.3.2. 資源調達計画

資源をどのタイミングでどの程度必要とするのか計画を立てる。

3.3.3. コスト見積

人的資源及び物的資源に対してコストを見積もる。また、それ以外にプロジェクトに必要となるコストを見積もる。

3.3.4. 資源要求文書の定義（資源要求文書.doc）

確定した資源をドキュメント化する。

[image: image51.emf]資源要求文書.doc


3.4. 品質

3.4.1. 品質マネージメント計画の作成（品質マネージメント計画書.doc）

品質マネージメント計画を作成する。

[image: image52.emf]品質マネージメント計 画書.doc


3.5. リソース

3.5.1. 資源割当

要員をタスクに割り当てる。
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3.5.2. プロジェクト体制図の作成（組織図.doc）

必要であれば、体制図を作成する。

[image: image54.emf]組織図.doc


3.5.3. 職務記述書の作成（職務記述書.doc）
リソースごとのタスク記述書を作成する。

[image: image55.emf]職務記述書.doc
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3.6. コミュニケーション

3.6.1. ステークホルダー分析（ステークホルダー分析.doc）

顧客のステークホルダーに対し、役割や権限を分析し、定義する。

[image: image57.emf]ステークホルダー分析. doc


3.6.2. コミュニケーション方針

会議体の計画を内部・外部で作成する。

3.6.3. コミュニケーション計画（コミュニケーション計画書.doc）

プロジェクトを遂行するにあたって､会議の目的や参加者等を管理する計画を策定する。

[image: image58.emf]コミュニケーション計画 書.doc


3.7. リスク

識別されたリスクを、登録する。
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3.7.1. リスク識別

リスクはプロジェクトに対して識別される場合と、タスクに対して識別される場合がある。
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プロジェクトに対して識別されたリスクを登録する。
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タスクに対して識別されたリスクを登録する。
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リスク内容を記述する。
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3.7.2. 定性リスク分析（リスク要因管理表.xls）

登録されたリスクに対し､分析を行う。（もしくは、リスクマトリクス.xlsを利用する。）

[image: image66.emf]リスク要因管理表.xls
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Microsoft Officeへエクスポートが可能である。
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3.7.3. リスク対応計画とコンティンジェンシー計画

分析されたリスクに対して､対応計画を記述する。
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4. 実行

実際に作業を開始する。

作業者は割り当てられたタスクを確認する。
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成果物の属性をセットする。
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キーワードにはプロジェクト名、説明には作成したドキュメントの参照元ドキュメント名を入力する。

（影響範囲分析に利用する情報）
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作業者は、作業を完了した後､成果物をサーバーにアップロードする。
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成果物をアップロードした後、作業進捗を100％にする。
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プロジェクトマネージャーは、成果物を確認する。
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確認したドキュメントを、プロジェクトマネージャーは完成版ドキュメントにアップロードし、受入（検収）依頼を行う。
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確認した成果物に不備があった場合､却下する。
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作業者は、却下されたドキュメントを確認する。

[image: image88.png]oso plo EEIES

TN REE FTW BRCAE UoD LI

| &
QR -0 - X E 0| L nm SpmcAn @57 @[ - o w0 &
PEVAD [&] htip//hitonagB/ProjectServer/ Tasks/ TasksPage.asp? oid=-1 BEEEEEE
[r—
Project Web Access 0547 | AR
170920k | EBLAF V2D | SRR | Fraxvh
FACERE EREGOERD ZEOERD
\) BHOIAIOERT
0 a5 ® | ok il #R@
;4“%;? fr 7 #5ml) | % #ER | @AE0RA0 | &UAIOILIK | @ BESAOLIN | [ KRV IW | & | @ | T
a Hb Fom
I3} N 5503 A201 200503 A27H 2005704 A02H 20057 4
£TIII s {r (RRISRIDIER | e e [ B R Pk R [ [ (B AR K A (& [ B
@ REOHRD Bl P—
2RTORRY EE T vl p—
5227 ] p—
it Gy & CxLd [ =
HC| S5 [ |
Prvay B =
[EzoszsoEm | T | @i m
HLIBADOIER p—
858 5% B0 L] >
CENETE FOENR]

BYyFE Besl ZIDAR-F93
Outlook P FEENBS
APERTUCEBELA

BETEROEEE LE
(B

B —InErEhalE [o@® AR s o|=:




タスクにコメントがあることを確認。
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訂正を行うに係る作業時間を見積もり、残存作業時間に入力する。
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訂正等が終わったら、コメントを入力する。
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作業にかかった時間の総計を実績作業時間に入力する。（達成率100％になったことを確認する）
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最終検収者の検収後、ドキュメントの状態を「最終版」にする。　　
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ドキュメントの更新（更新前に影響範囲を分析する）

プロジェクトポータルを表示する。
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高度な検索画面を表示する
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検索条件を設定して実行する。
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検索結果を表示する。
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表示されたドキュメントが影響されるドキュメントである。
4.1. 見直し方針の作成

4.1.1. 最適化計画に関する政府承認プロセスの確認

4.2. 業務・システム最適化計画

4.2.1. 政策・業務体系（現行体系）の作成

4.2.1.1. 業務説明書の作成

フリーフォーマットで以下のことを記載する。

xv. 目的・機能

xvi. 管理・運用体制図

4.2.1.2. 機能情報関連図の作成
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4.2.1.3. 業務流れ図の作成
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4.2.1.4. 情報体系整理図の作成

フリーフォーマットで以下のことを記載する。

業務処理で取り扱う対象となる情報について、各情報間の関連及び構造を明確化するため、情報体系整理図を作成する。
4.2.2. データ体系（現行体系）の作成

4.2.2.1. 実体関連図の作成
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4.2.2.2. データ定義表の作成

フリーフォーマットで以下のことを記載する。

業務・システムで利用する情報システムにおける物理的なデータ構造を明らかにするため、データ定義表を作成する。
4.2.3. 適用処理体系（現行体系）の作成

4.2.3.1. 情報システム関連図の作成

フリーフォーマットで以下のことを記載する。

業務・システムの処理過程で利用される情報システム間でやり取りされる情報の種類及び方向を明確化するため、情報システム関連図を作成する。
4.2.3.2. 情報システム機能構成図の作成

フリーフォーマットで以下のことを記載する。

情報システムで実装する機能の構成を明確化するため、情報システム機能構成図を作成する。
4.2.4. 技術体系（現行体系）の作成

4.2.4.1. ネットワーク構成図の作成
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4.2.4.2. ソフトウェア構成図の作成
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4.2.4.3. ハードウェア構成図の作成
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4.2.5. 政策・業務体系（将来体系）の作成

4.2.5.1. 業務説明書の作成

フリーフォーマットで以下のことを記載する。

xvii. 目的・機能

xviii. 管理・運用体制図

4.2.5.2. 機能情報関連図の作成
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4.2.5.3. 業務流れ図の作成
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4.2.5.4. 情報体系整理図の作成
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4.2.6. データ体系（将来体系）の作成

4.2.6.1. 実体関連図の作成
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4.2.6.2. データ定義表の作成

フリーフォーマットで以下のことを記載する。

業務・システムで利用する情報システムにおける物理的なデータ構造を明らかにするため、データ定義表を作成する。
4.2.7. 適用処理体系（将来体系）の作成

4.2.7.1. 情報システム関連図の作成

フリーフォーマットで以下のことを記載する。

業務・システムの処理過程で利用される情報システム間でやり取りされる情報の種類及び方向を明確化するため、情報システム関連図を作成する。
4.2.7.2. 情報システム機能構成図の作成

フリーフォーマットで以下のことを記載する。

xix. 情報システム名

xx. システム機能

xxi. 参照・更新パターン
4.2.8. 技術体系（将来体系）の作成

4.2.8.1. ネットワーク構成図の作成
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4.2.8.2. ソフトウェア構成図の作成
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4.2.8.3. ハードウェア構成図の作成
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4.3. 乖離分析

4.3.1. 最適化に関する課題抽出

最適化計画を実施し、最適化を実行する際に課題となる事項を抽出する。

4.3.1.1. 課題一覧の作成（もしくは、課題一覧.xlsを使用する。）


[image: image116.emf]課題一覧.xls
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4.3.1.2. ステークホルダーによる課題の合意

課題は、ステークホルダーで共有する。

　

4.3.2. 課題分析

以下の項目に留意して課題分析を行う。
4.3.2.1. 要因分析表の作成

課題の要因分析表を作成する。

4.4. 品質

4.4.1. 品質監査

品質マネージメント計画書に定義した品質標準と規制に沿った監査を行なう。

4.5. リソース

4.5.1. プロジェクトチームの育成

プロジェクトチームが効率よく活動できるように、プロジェクトチームの育成を行う。
4.6. コミュニケーション

4.6.1. 情報の配布

情報を効率よく配布し共有するために、以下のような機能が用意されている。
4.6.1.1. 懸案事項
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4.6.1.2. リスク

リスクマトリクスを作成し、リスクの重要性を分析する。また、同時にリスクの要因や対策も分析する。

4.6.2. 進捗報告
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5. コントロール

5.1. スコープ

5.1.1. 変更管理

スコープの変更に対しては、以下の検討を行う。

5.1.1.1. スコープ記述書の確認

変更対象を確認する。

5.1.1.2. 成果物記述書の確認

変更対象を確認する。

5.1.1.3. 変更要求書の作成（変更要求書.doc）

スコープの変更を行う場合は、変更要求書を作成する。

[image: image132.emf]変更要求書.doc


5.1.1.4. コスト見積の改訂

変更に伴うコストの見積りを行う。

5.1.1.5. スコープ変更

ステークホルダーの合意後、変更を行う。

5.2. タイム

5.2.1. 進捗度測定

EVMを利用する。

5.2.2. スケジュール変更

基準計画を適時保存しなおす。

5.3. コスト

5.3.1. EVM
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5.4. 品質

5.4.1. 品質改善

現実的な改善を行う。パレート分析やシックス・シグマ等を利用することも検討する。
5.4.2. 検収の決定

要求の品質を満たすことにより、検収が決定される。
5.5. リスク

5.5.1. 迂回案の計画

迂回計画は代替計画フィールドに入力する
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5.5.2. 是正策

是正策についても、代替計画フィールドで管理する。
5.5.3. 変更要求書

リスクが回避、転化、軽減等の対策がとれず、受容する場合には、スコープ等の変更も検討する。
5.5.4. リスク対応計画の更新

リスク対応計画に更新が合った場合は、以下の画面を利用する。
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6. 終結

6.1. コミュニケーション

6.1.1. 調達監査

全てのタスクが完了し、成果が要求される品質を満たしているか監査を受ける。
6.1.2. 検収と契約完了

全てのタスクが完了し、成果が要求される品質を満たしていることが顧客と合意できた時点で検収となり、契約完了となる。
全ての成果物が検収された。
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高度な検索画面を表示する
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